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平成 20 年 5 月期通期（連結・単独）業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 近の業績の動向等をふまえ、平成 20 年 1月 25 日付当社「平成 20 年 5月期中間決算短信」にて発表いたしました業

績予想を下記のとおり修正いたします。 

 

記 

１．通期業績予想の修正等 

①平成 20 年５月期連結業績予想の修正                          （単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

前回発表予想（Ａ） 52,000 500 300 100 

今回修正予想（Ｂ） 52,800 730 570 145 

増減額（Ｂ－Ａ） 800 230 270 45 

増減率（％） 1.5 46.0 90.0 45.0 

（ご参考）前期実績（平成 19 年 5月期） 48,656 432 315 827 

 

②平成 20 年５月期単独業績予想の修正                          （単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

前回発表予想（Ａ） 25,000 △150 50 △400 

今回修正予想（Ｂ） 25,600 △76 225 △330 

増減額（Ｂ－Ａ） 600 74 175 70 

増減率（％） 2.4 － 350.0 － 

（ご参考）前期実績（平成 19 年 5月期） 26,629 401 607 304 

 

２．修正の主な理由 

 （１）連結決算の業績予想 

売上高につきましては、タイ・インドネシアを中心とするアジアでの車両用部品の得意先における増産により

受注が増加及びオランダでの薄型テレビ部品が五輪効果により予想以上に増加し、予想比較 800 百万円増の

52,800 百万円の見込であります。これらにより、営業利益につきましては、予想比較 230 百万円増の 730 百万

円、経常利益につきましては、円安傾向に振れ為替差益の発生と持分法利益の増加もあり予想比較 270 百万円

増の 570 百万円の見込であります。当期純利益につきましては、工場移転費用の計上と税金費用が増加したも

のの予想比較 45 百万円増の 145 百万円の見込であります。 

  （２）単独決算の業績予想 

     売上高につきましては、ＯＡ機器用消耗部品の増加もあり予想比較 600 百万円増の 25,600 百万円の見込であり

ます。営業利益につきましては、子会社からのロイヤリティ収入が増加し△76 百万円、経常利益につきまして

は、受取配当金の増加により 225 百万円、当期純利益につきましては工場移転費用の計上と税金費用が増加し

たものの△330 百万円となる見込であります。 

 

（注）上記の予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成しておりますので、実際の業績

は今後の要因により予想数値とは異なる場合があります。 
以  上 

 


